
交通事故発生状況について

労働災害発生状況について

年間の削減目標（死亡災害０件、休業
４日以上の死傷災害 90 件以内）につい
て、死亡災害の発生は 1 件、死傷災害は、
118 件の発生と前年同期比 21 件の大幅
な増加となりました。

9月15日 国道 13号 2

11月10日 市道
直線路 1

令和 4年 1 0 118 31

令和３年 0 0 97 18

増減 1 ‐ 21 13

死亡災害 内、転倒災害 内、転倒災害死傷災害

労働基準
監督署別

  計  142 132 98  123 90 118
盛岡   64   61 46    39 39 44
宮古     6    4   3     4   3   2
釜石     3    1   2     3   2   5
花巻   39   42 28   48 26 36
一関   17   12   8     7 10 14
大船渡    5    3   5     8   4   6
二戸    8    9   6   14   6 11

※暦年：計  目標 速報確定 確定 確定

交通事故発生状況（9月～11月末）

令和４年：１月～10月分速報

「第１３次労働災害防止計画」の進捗状況について（速報値）

月 日 道路種別 当時 事故内容

9時30分頃、秋田県大仙市協和船沢の国道で軽乗用車がセンターラインをはみ出し、対向
車の大型トラックと正面衝突し、トラックは反対車線の路肩に転落した。また、トラック荷
台に積んでいた木材が落下し、後続の軽乗用車にぶつかった。現場は山あいを通る片側1
車線のゆるやかなカーブ。 この事故で軽乗用車に乗っていた男女2名が死亡した。トラック
の運転手（27歳）は軽傷、助手席の同乗者は約7時間後に救出され病院に搬送され、重傷
を負った。木材にぶつかった軽自動車の運転手（57歳）に怪我は無かった。

13時35分頃、住田町世田米の国道340号線で乗用車がセンターラインをはみ出し、対向
車の大型トラックと正面衝突した。現場は片側1車線の直線路であった。この事故で軽乗用
車に乗っていた運転手（71歳）が腹部を負傷し、意識不明の重体となった。

7時40分頃、八戸市鮫町の市道で大型トラックが道路を横断中であった歩行者と接触した。
現場は片側1車線の見通しの良い直線路で、信号機は無かった。この事故で歩行者（75歳）
が死亡した。

9月16日 国道 340号
直線路

2

平成30年 令和元年 令和2年 令和 3年 令和 4年


